
第47回「議員と語ろかい」報告書 
文教厚生常任委員会（№１） 

開催日 令和６年11月５日（火曜日） 19時00分 ～ 20時30分 

開催場所 霧島市役所 議会棟３階 全員協議会室 

団体名 
鹿児島県教職員組合姶良伊佐地区支部 

霧島地区協議会 
参加人員 

       ９人 

（男 ５人：女 ４人） 

出席議員 
松枝正浩、野村和人、藤田直仁、塩井川公子、山口仁美、宮田竜二、前島広紀、 

有村隆志 

役割分担 班 長（松枝正浩）副班長（野村和人）記録係（藤田直仁） 

テーマ及び具

体的な内容 
教育予算について 

 

意

見

交

換

で

の

主

な

話

題

等 

◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

１．校舎・体育館等の整備・修繕について 

◆老朽化または災害等で破損があった校舎や体育館等の速やかな修繕を求める。 

◇毎月の安全点検報告書は、作成後どのような取扱いをされているのか。 

◆管理職に報告するが、そこから関係部局にどのように伝わっているかは未確認。また、

素人でも修理可能なものは、教職員で対応している。 

◆老朽化したトイレの修繕または洋式化を求める。 

◇全てのトイレを洋式化にすることを求めているのか。 

◆近年は和式トイレがない家庭が多く、和式トイレを使えない子が増えているので、洋式

トイレの割合を増やしてほしい。 

◆支援学級数の増加により教室が不足しているため、教室を確保してほしい。単に教室を

二つに仕切る対応では、一方がエアコンを使えないことや隣の音が漏れやすく、環境が

整っていない。 

 



 

文教厚生常任委員会（№2） 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

２．人材確保・備品等の整備について 

◆支援員（学習、特別支援、業務支援など）について、学校の実態に応じた人数の配置を

求める。また、日数についても学校の要望を聴いてほしい。 

◆教員用教科書、指導書、赤刷り等を学校の要望を把握し、必要数そろえてほしい。現状

は要望をあげても、各学年に一組程度の配布しかない学校もあり、働き方改革と逆行し

ているばかりではなく、子どもたちへの指導にも影響が懸念される。 

◆大型テレビ等を整備する際は、教室の広さを考慮する必要があるため、学校の要望を聴

いた上で適切な機器の設置をしてほしい。 

◆集団フッ化物洗口にかかる紙コップなどの必要経費については、予算化してほしい。 

◇歯磨き用のコップでは、問題があるのか。 

◆子どもたち自身がコップの管理をしているため、衛生面を担保できないので、使い捨て

の紙コップが必要である。 

 

 

３．ICT関係について（支援員配置、子ども用タブレット、教職員用 PC、ネットなど） 

◆GIGAスクール構想が始まり、ICT機器を活用する機会が増えてきているが、特別な知識

を要する ICT 機器の管理や運用については、今後も ICT 支援員を確実に確保してほし

い。また、本来 ICT支援員は ICTを使った教育の補助が目的であるが、頻繁に発生する

機器の不具合の対応には欠かせない。これらの運用が安定するまでは、トラブル対応も

含めてもっと訪問回数を増やしてほしい。 

◆不安定なネット環境下、鹿児島学習定着度調査などのように ICT機器を使用した調査が

増えており、教職員だけの対応には無理がある。 

◆子ども用タブレットにトラブルが多く、その予備や教職員用のタブレットも、各学校に

整備してほしい。 

◆教職員用 PCについても台数が少なく、入替え時には利便性の高いセパレート型 2in1パ

ソコンの導入を検討してほしい。 

◇ICT 支援員は、来年１月までの支援になるとのことだが、その後はどのように対処する

のか。 

◆今のところ、現場の教職員で本来の業務に加えて対処することになるので、差し迫った

切実な問題として、早急な対応を切にお願いしたい。 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

４．働き方改革に関連して 

◆教室の床のワックスがけ、運動場の草刈り、プール掃除、エアコン掃除などについては

予算化し、安心安全な環境の維持管理ができるように業者の委託等を検討してほしい。 

◆市教委が設置した霧島市部活動地域推進協議会において、部活動を社会教育に移行させ

るための十分な予算措置をしてほしい。 

◆市教委内に総括衛生委員会の設置を求める。各学校には労働安全衛生委員会が設置され

ており、業務改善や安全管理などの協議や情報共有を行っている。さらに市内全域で取

り組み、状況の改善に役立てていきたい。 

◇他の地域において、総括衛生委員会の設置により、何らかの効果が得られたのか。 

◆市教委と教職員の情報の共有が行えることで、現場の実情や問題の把握や自校への有益

なフィードバックにつながっており、最終的には子どもたちに還元されていくことにな

る。 

 

 

５．その他 

◆現在、中学校の統廃合により遠方からの通学が必要な子どもたちは、公共交通機関（高

千穂線）を利用しており、スクールバスを確保してほしい。 

 

 

 


